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且5・申 性 子 捕獲 に依.り生 ず る高 エ 予 ル ギー
原 芋 の 反膸
W..r..Libby,ノ;Am.CJuun.甜ら
ss,19?9一議3(1940).
緩rl1性子が 種 々の 原 芋核 に よ リ捕 獲.さオした 時 に發
ナ る7線 ρ ヱ ネルギ ーに.3-6btev.であ.n,IIISSS
.numUer.の1個憎 加 した元 索 は放 躬 性 に て βイaア.を發
.Lて轍 ナ`・.こ の際 碑 φ騨 漁 ・1・源 子 核 の
受 け.Y.一反 綴 .とが犖 合 ふ ・今,.1票子核 ゆ 質 蟻 をM(原 子
量 單 位)と:ナ扎 ば,そ の有 ナz=ネ ル ギi3(hレ'cP×
V2Mに て,滞Lγ 線 の エ ネル ギ ー をr:了〔htev.)と
す れば533(Eγア姫ev刷 とな る・か コLる反撥 工 ネル ギ.'
〒.は魚 勇 羃 の場 合で も化 學 精 合 の エ.キル ギ ーに 比.
ぺ,か 妙 六 きい ・從 つてll咽…子 を捕 獲 し.た原子}
む 分 子 の分 裂 が 期 待 され る・ 尊 射 性 原 子 を含 む 粒子
を遉跡 ナ る廓 に よ リ,か ㌧.る分 裂 反應 並 ヒ別こそれ に
緬 く高 匹 ネ.ルギ ーの 原子1 .分子,'自.di#又は イオ ン
の 反庫 を橡 す るの 朔 的 で あ る・ 後 者 の反 應 には 反
撥 工 皐ル ギ ーの一 部 を必要.とす ζ 活性 化 反 鰹{.と.必要
と しない 熱反 廱 とが 存 在 す.る..
.實驗
と.して は200皿gR"・Be.源よ り中性 子 を水 槽 小
の試 景(itF液乂 は 固韓)に 照 射 し,そ れ を璋 需 に4th1
處 理 さ し.た後 に放 射 能 ㊧移 動 をGeiger㌧Imler計數
管 に て測 建 す る.11Snta;.P触Asps,.C1駆,Br7,,τ即 に
就 蟾 て檢 し.た・ 例 へ ばKMn叫 溶 液 に 照 射 す る.と.
3fnOa.イ.オッは 反撥 の結 果M瓢 賃 イオ ン.と戯 素原 子
とな る.Mn+9は 盛 基 牲で は.OH一 に よ り水 和 きれ
dfn'Oaにも ど るが,.酸性 で はicoを 翠元 して
Mn*O...とな.る.箕際 濾 過 塵 理 に よ り放 射能 は帥 ゴ葡
の 場 鑼 液 に殘 り,緩 者 で は 濾 紙 に來a・ 附 のKI
Mnへ 曼に.照射 し,そ れ をwry々.の.p-ーの 永 ド爵 解 した;
結 果i上 と同 樣 ゼ あ み.交 襍 飃 の一 例 とし ⊂
K;Mnql.の卿 細 將 蜘 く嬰置射 した 後 領 ・0、舅 を釦 へ
盆分 後 にB=a軸 を加民AaMnD,iとして沈 臓 せ しめ,
沈 澱 と.溶液 の放 射 熊.を橄 したar¥tn'OaとMn(丶垣
と.あ交換 は 完 全に 行 は れて.ゐた.・しか して こ料 ‡酸
索 原 子 の移 動 で は な く3dPm子の 移 戴 考 へ ら剃 る・
..この他P(1a3,A50♂窪,CIOゴ,星ny等に就 野 て.も
同棣 な寳 瞭 を して ゐa..結 躋 とLて 反 撥r..よ.り分 子.
はnつ の部分 にな るが,そ の 雨 者 へvim,合電 子 の 分..
配 は,...粕合 絢 纏 い韻 こ分配 さ れ て ゐ た と・同一 で.
.録..・....・.
あ.る・.
爽 に.,有機'・ロ ゲ セ化 合 殉,例 ト ば.C[hl,..C6耳5q
馨 に就 い て賞 験 して ゐ る,こ の際 耐 耳來 た高 エ ネル
ギ ーojXr原 子 が 他a)ノ叩 ゲ ン分 子 と街 突 して そ.の
ヱ ネ.ルギ ー の大 部 分 を失 ひ 置拠 反應 を起 す と.考昏 て
ゐ る・ ・.(水 渡)
is:.同嘩 愛 換 に よる化 學 漬 弊 一B轡(18分)
一 とCCLと の 友 雁
J.r:.、Villard,ノlAm.C/icnr.Sor.,s2,
256西61(1940}」
普 通 の臭 素(Br+S,Bxe1)が中性 子 を補 獲 して崔 ず
る拗 拊 …辣 は 鰰'(`ド減!yJ4.4fir.)・B幽.(ISmin〕ぢ
ISre='(34hr.Jめ混 合 物 で あ る・B・8。(4.41ir.1}と騨
(IRmin).とは同正同位の.放射性異性彊に.て,前者が.
.核.ヱネルギーの_寵 知 瀦 虚 。i..・の脚%
が.r線.とな り殘 り.が愛 換 電 子 と な.PM'e.r.か、5變
.換に よ リ種 々の 化學 反 應 が袒 さ起 るが・.華マ は 熱又.
は光 に.よ.り起 らな いBrとCCIjとt.の反咆iがこの變:
蜘 こ拌 ひ活 性 化 さ舟 鯛 縫 逹 ぺ る・
賓 驗 方 法.3立 のethy]brt・mi`leに200mgR3・恥
源 よ.リ叫 る 中性 子 を20蒔問 煦射 す る・15〔㎞・.ISO十
.O.Oijg。N4Brにて 抽 出 し,そ 鎚 を.O,5㏄」に濃 縮 し犂
、 る後 翼 椴 置 内 の液 壁 臙 卜.ラ.ツプに 貯 へ る・CCL・
も充 分 精 製.して 同傍…に.貯へ る・ 雨者 を一 定時 間 漉合
放 趾 した き後20%KI溶 液5g稿にてCCI4ヵ{無色1=な
る迄 洗 ひ,Br{由1ll液及 び殘 つ たCCI.ir二麟 い てGe髦er・
lM飢¢「計数 管 に よ り放 射 能 を測 定 す る・
その蘇 先づco.iの放射能ttatる=に・融 舞
a)flO～40%が入つてをy,そq旗 射能明 獄 期はis.
min.であ.る.f鰯.その放射能の深 さと.BrとCCI.1.




糊 準 牽極 ナ る に,反 塵後 町 啣 恥 共 に櫓 加 して梯




の賞 瞼 桔 果 よ.リ,反應 は.淘度 に無 關 係 で あ.うが,液
.相と.固相.とで3;.1に.なる:寵が 解 つ た ・
扨 幻 反 應 機 構 と.して從 來 は舜 擽 の際 に 放 出ナ る γ
















r.・.し.かしこ の γ際 の線 の 最大 ≠ ル ネギ 高 は48.9
・
lKtv..麗換 電 子 のそivis47.2Kevにて,そ れ に ょ る
反戀 赫 ル ギ ー厭 々0.3,S.7Kn]pe・・n・letな
乙.か 叉 る小 な.るニ#.ルギ ーでRrとcq4と が.反
感蝿 とlidへらlynい・他の馴月興 丁・題 電
子 の 放 川 に ょaBr僚 子 内 の 電子 排 列 鬱 襖 が 考 へ ら
・ れ る・ この4泄 琴綴 茂 ゲAn{町 電子 の撫1は 朔 ら
か で あ る・ 帥 ちかLう 排 列鬱換 に よ りBr分 子,原
子 又 は.イオ ンが 活 幡 化 され る とナ る.
Sidayによれ ばB即(蝿h・)一 ・nr(iahll・)顧9
.に 於 け う緯 換 電子 は 約3q%で あ る と蓮 ぺ てゐ る.從
つ て 上 越 の貧 験 轜 果 と合 せ考 へ て,犖 襖 冠 子 を灘5
して 田來 たRr関(18min}はす ぺ てcq4と 飃 す る





枡 欺 ぴ 囲相 にて 賞 瞼 したが,今 囘 は氣anに於 て實 驗
した・そ の方 法 は 火 硲 前報 と同 楼 で あ るが.clhplUrn・
1mi`le.の代 りにethylen¢1.dibrnmideを用 ひ 却 放 射
性.B「80とCCIaとの温 合 氣 彊 を.90分間 ⑲53坦00C)
放rナ る も,fl'8ｰ〔18mi吋は 傾か2.%の み しあ反 感L
な い礁 が 解 つ た.(濱 相 で は30%同 相で は12%)この
際,光 を照 射 じて も壻黒 に して も1司一 で あ る.次 に
波 扣 に て濃 度 を繍 々變 化 して貴 験 した るに,S換 庫
子 の内 反 顧 に興 か る部 分に 隠 し 次 の賞 驗 式 が得 られ
た.
o.wドoα`.(Nは 夫 々め モ ル分 率)
1tNnn
爾,放 射 例…のcinnnmicaciddbmmideと¢C』 と
の反簸.を檢 した る,こ,Br80(16min・)の新 ら しい有 機
化 合 物 が 生成 した・(50%牧量)・
笛 薗 糠 て か.適 騨 の 原 因 と し一c.B・戦 覗 岡
欟・B!亀o(18min.)の瞭 に放1且1する憂換 冠 子 に よ リBr原
子 内 に電 子 配 列鬱 換 を起 しガ か.、る.B即(1Rmio.)イ
魯 ン(Brノ叉 はBrり が ¢CI弓と夏更應 ナ る と考 へ た・
.しか る
.に上 遠 の 如薯く氣 相 にt13.鰈 相 よ.』り.も鍬…常 に.
敦 錻が 海 い.t{t.は出 來 てif〔ぐめ放 射 性 物 質 ゐ みが
反 慮性 を脊 し,氣 相 で はCCIaと 衝 突 ナ る前 に そ の
反 應性 を.火ふ と も考 へ ら糾 る・ し.かし次 の.如く考 へ
L.方オ;よN.塑 亅曳7咤子 が そ.の麺 路 附 近 の.q¢㌧ を イ
,鋒 1 voi.xv




又はCC」+B厂 怖 ← →CC:g+B・+C且
の如 くBil'のlp和工 袖 ギ ー をca、 瑛 取 り解 離 ナ
る と思 ふ.'
ほ
しか して一 般 にBrSOの核 憂 換 に 偲ふ 反 臟 を次 の3
つ に分 け て考 へ て 見 た.
(1)-分解反 感 ではBrを 含 む 分子 ポ憂 換電 子 の 氏
に不 安 定 な イ 才 ン 翠 慈 と な り,そ .れがrlill・"又は・





電 子 を販 り自由基.と精 合 ナ る・ 侮,そ のftlilas・はBr
イ 才 ン伽11和=ネ ルギ ーに よ り 附近 の 分子 か ら作 ら'
オしる・
例,上 遮 ρ屎 底
CCI引十BrSe(ISmin・)t十t-pCC13十Br80(ISh"n.)十CI
.CCIa+.B・鰹1.B・ti・・)4ca、B・ny18・nint)
(3),(1》の如 くに して出 來 たBtao(IBmin・)イ才 シが
霜 子 を坂 り聾 通 の分 子 とな る・丁 度.Brb;ξ子 の光 化
鞠 暈三成 に;.矧似 す る・ ・
例,放 射 性.Imrとnoetyleneとの反 慮,
Brso(ISmin.)十Cellt一.q曜{,iRrSe(18mln.)
C,19Brso(ISmln・)+HB冖(≧■T3Btso(玉8ntin.)+Br
街,種 凌 の 化學 的 反 感の 變 換懌 数 よ り考 へBr贋4.4
hゆ ・BrSt(18m淘.の際 放t+ける側 賠 置子 は 約co%で 』
あ る と.巴は れ る….(水 渡)
置乱..放射 性 嵌素 に タる光 合 庫1・ .中囘生 威 物 の




て放 射 性 炭 索C19を 指 示 藥r:用ひ て 暫緑 植 物 に よa
.鐡.瓦 斯 ¢～逾元 に就 い 「C報㌍～したの 今 囘 は し:hlarelln
(anicellnhrgreenn聖9誕).8こよ.るCO2.の光 乂 は晴 瓢lr"
化 に就 い て 遞 ぺ るb










物 理 化 学 の 進 歩Vol.15No.2(1941)
No... .抄 録 弱
はsRIO十ID2一't,(;1,十〇N野齔こ℃,生 じた 活性 のCl幽(雫
減 期2吩)は 揮 螢 性 の 酸 化 拘 と して蝋 相 に.出6ので
そ.め活性 瓦 斯 を加 熱 した.CuO上 を黏 迸 せ しめ てC.・
〔}・lcta化し,確99寮 氣 の トラ ツプ に集 め た・ それ を
窒 氣 と混 じ.(!尸℃5%CtttOE)a】gaを懸 濁 した水 字露液
巾k導 し 但 し誘 導 期 を避 け.5as,その前 に不 活 性
a}CO、を20-3吩 冏廏 蝋 に 面 じて を く・'光源 は
、5DO.幅t【.め ラ ンプ を用 ひ た・ 反 應 俊 水 に 港 け たcb!
又 は黻 を沈 澱 劑 に よ り除 き,溶 液 又 は懸 濁 質 中の
放 射能 をGeigot計數 管 に よ.り測 廻 して炭 素 同化 め
度 を檢 す る・
先 づ.かLる 放 射 性 指 示薬 を 月1ひ6-h'thL從來4γ
Warh宙9等の マ ノ メータ ー..によ.る方 法 を同 昨 に 川.ひ
實 驗 した るに ゼ 光 合成 遖 度 は.爾者 共 錠 驗 蹊 塾 内 に て
・一 鼓 した・ 乂 稲 々 の抗 働 賓(HCN,1'henyluretliane
等)に よ り 同 化 が 一部 又 は完 尋rに停 止 ナ る"も 甫者
に て 同 襟で あ6・ これ らよ.り活性 炭 索C亭 の 交換 反
慮 は 起 らず・ 不 活 性 の場 合 と同柳 こナ ペ て 同イヒさオ・
る と思 はれ る・陶,瓜 亅ga内¢満卑射 能 〔C零)即ちFlga
た よ り遐 元 酎 しs.ceOt量は期 ぞ趣 れ る如 く光 め照.
珊 時 剛 に正 し く比 例 ナ6..
同 化 に よ り生成 さオLる叫」問弓暫質 を磁 定 ナ る 錫短 時
問(lf・一 5分)ceo:に曝 ら し左後 細 鼬 を殺 し,不 溶 解
性ftRは遽 心 器 乂 は巌 過 に よ り分 離,;又 は種 々 の有 、
A担 溶 媒 に ょ る抽tH尊を行 つ な後
,化 鞠 に 分析 しtg・幽
陶,Cl亀!a「o撫のホ に 不澣 性 φ部 分 は72%It1SO4で
、
餌 水 分 解 した後 に處 珮 しrたげ 例 へ ば,光 食 成 の 理 論:
に 重 婪 な役 害聴 占め る.魚maId醴11ydcの如 き抑磯 煙
の 物 質 の生 成 を確 か め る爲 に は,C富0:を通 じた懸 濁.』
蠶靆撫諜 謙灘肆罐鴇
しか して碍 られ 雨hydraioneに就 て 放 射能 を棲 し牽
『 るに不 活性 で あ つた ・ 同棣 にpruteins,nminoaeid.s,
S.tqrt:h鐐に就 い ℃ も.檢.し.たが 不活 性 に て これ ら の内
に はC*が 舍 ま4してゐ な か つ た・ しか し他 の 輙 々め.
檢 査 の 精果,.活性 分 子 内 には1調 の{,H塔 とCOOH
基 の 存 在す る事 が 解 つ た.
サ へ 　
次 にC;hlOTeLSs.は暗 黒 に て.もC蓼02同 化 を行 ふ.
そ め 同 イヒ址 と覿}岡の 剛 係 は 光 同化 の際17,的1く此 例 せ
ft.或る餉 和伍 に 逾 ナ う,ス 暗 黒t,・1化は 光 合虚 に比
べ 儉 少 で あ る.し か し抗 働質 に對 ナ る賞 瞼紿 果 は爾:
耕 同"虚こて ・Chloに童la・.py「eロ。ido黷オ{Cl・lo鵬n・.









。1臥'敵 射 性 農 嚢 に よる光 合威 匸・ 中間




月1ひて 搬 瓦斯 の光 乂は 嚇 剛 匕に よn!t一!'る輌.
生 成 物 を分 離確 定 せ ん として ゐ るが,前 報 の如.く化
學 的 檢 幽 で}坏 充分 で あ ρ たの で 茲唱 よ超堪 心 器 に.
よ りそ の 分子 斌 を測 定 した.
一般 に 超 遠心 作 用 に よ る 分 子 斌 の決xに は・(1)沈
降速 度 測 定 と(2)沈降 李 衡 測 定 の2う の方法 が あ る,
晦者 は 約1時 間 で よ いが,.後者 は數 口 を嬰 す る・ 從
つ てCnの'hi&期 が2.1分であ るか ら前 者 り方法.に1k
rうた6.裟置 はMcRain及Leyd皿.のopaque彑nlyticai
・Lracenl・i(ogcを用 ひ た・ぴ0,に 曝 ら したChlorella
永瀞 濯 を杵 通 の遣 心器 に で か け灣 遒 した後,上 遖 の
超 邇 心 器 に か け,廻 鶤 後c霧.の 放 射能 σ⊃減 少 を測 定
丶Lた。 そ の 紬 果 は衣 表 の 如 《で あ る.






辮 均 値 は7.0×10『M(C.9rs.4/1位)であ.る・ 不毒kし
て 同化 條 件 煮沈 降 辿 塵 恒 数 ど の 翻 保 はrsられ なか?
た・ しかL珮cπ 瑠e.の沈 降 速 度 と比較 ナ る と画 自い.
それ は14ydaに よ り.貨融的 にL7×10-1毛,McBain
に よ リ琉 鈴 的 に2・3×1〔ヒ1毛¢》僚 が 得 られ てゐ る,.帥









































一 競 に捜 融恒 數Dと 沈 降 蓮 度 恆 教5.と か ら次式
に よ.り分 子 量:M二.が計 算 ざれ6・(皐3.瓦1沂仭設gV;
瀞 質の 堵容 積1.〃畧..瀞媒 の緯 度)
ME』 政・T.≒.Dξ1
7ρV)
Dの 値 は 前 報(上麺)lclVらtvてゐ る.5は 次 の 如 く
sinte【cdglasspla曩e巴藍c奪niqoe.t;,より求i》た ・m℃9
に曝 ら.し恭C垣oμ 』la,.沼序液.を約.1.分冏 煮沸 し逋 心器
1・:t,!.甥した.聯 嫌 をdl鮒?neell「cAttt
C窟の放射能の測定より槻触速度 を得た・ その手均
ド 　 　 ロ
偵 は0.44x10唖gm2/secで あ る..即 ち,ρ 旨1elcaに
て 隅7.Oxl(广雪',D=O:44x1(ド.・m'1・ecであ るが,
KBrを 加 へ た 溶 液 で は ρ=1.22gl血 に してs;6.2
×io=「 ■alD=b.o「5xio-ficn}tlsec.と;なる か らV=
≒職 瑠 崘 を価...'
これ ら ρ値 よ 瞬珍 子 量 を計算 した る に,髭 合 成 及 び
暗 黒 反感 い つれ も約1㎜ と.な?.た・!邸ち生 虞 鞠 は大
.き.な分 子 で あ るL
Wil]stnttFr及翠pl1¢}髣へ に從 ひ光 介 戌 の 多 くの.
説 は次 のeつ のG定lcx・d'y』・て 立 て1ら.オしてゐ.る・(1〕
'00
:一とChloroph)'llとの 附 類化 合 曲 の生 成 ・(2)そ
の.一formaldehYtleへの 光痙 元 ・ しか し附 加 化 合 物 に
就 い て は 武接 ゆ誰 卵 は 未 だ な く.1寧ろ前 逾 の如 く,C
Otが 筒 分 子 内 φ..COOII基5め變 換 が考 へ..ら1し.る・
乂farmnillehyde』も.檢tilさ4しな か つ 撫・
扨 て,尸 攤 は光 化 學 反 顧 で は な く(熱 反 感 多
分 酵 蜘 こよ る麟 反 灘)と 考 へ る・ 脚 ち
RIItCO,・;R・CQOI【 一 ・(1)
こわ は'・cs.がdObll靖に存 布す る 事及 び 小 さな分
子 蹴 い てe算 すれ ば ζの反 應 の 舳r界 ル ギ ー.躯
化 が5～10『kc証で あ δ癖 よ り穏 當 で あ る.佝,紫 外
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と考 へ る・fnrmsldeLgdc生成 に は1$昼kca1要ナ るに
封 し,聾 二式 に要 ナ る エ ネル ギ.一は69110kcal-tあz.
か くの 如 《 高分 子 機 構 は 熱 力串 的 の み な らず,賃 濃
帥 質 噸 合 を 考 气 な くて よ いの で:彎ウ靹 に 嘛
合 が よ い・
X,光 合 成 と暗 黒 反灘 の 生成 抽 ぷ前 蓮 の 如 く略 々
同一 の 分 子償 及 び 化學 的 性 質 を有 ナ.る事 よ.リ〔1)(2)
爾式 のR12M7一で あ ら う.し か も(n)式のR・CH。OH
が 更 に他 のCO2を 取.り.,これ.を繰邁 して 長 いc縄r1勘匿
hydratechain一を作 ・る と考 へ ゐ・
半 減 期 の長 い 漬挫 淡 染 を 緲ふ れ・ば,更 に詳 細 な研
究 が 田來 る・,.(ホ 渡}
Y1.骰 豪水 素 反雁(1)第 三 爆 發 限 界
0・Oldenberg.及1CS・9}mmers;∫CM'〃・
Pkjr.9,1147(ID41).
前 穣 〔∫ α 刎;Phys.;8,468(1940),本茜14卷抄
鰤2貰 〕 に於 て は.rくC1を嬢 附Lた.ンeイレ.ヅクス管
に於 け 磯 素 水紊 反應 の第 二 限 雁 に闘Lて 報 告 し
たが,こ の報 告 に 於 ζは そN・に 引績 い て,鯨 爆 塰
限 界 に 就 て 碍 ら亀 た紡 果 を娼 ぺ て/k.る.
第 三 剛 懸 に於 て は全 腰 がxsく..なるの で 容 器 を破
接 す る恐 れ が あ る炉 ら之 を抑 制 ナ る・?もりで 容 誹 丙
薤 にKC1を 厚 く塗 つ た.そ の轄 果,36〔㎞ の ノ:,
.レツク ス 械 は 石英)容 器 で
,.47-77⑳,1嬉の氣 鵬
b10-y57bｰCに於 て數 百 囘 に瓦 つ で 爆 装 を涎け=itが
田來 たが 一 度 も容 器 は破 腹 され な か うた ・.容器 の大
さは 直 樫5cm,長glAcm.の もの を,llひた.
高浬 に 加 熱 され た容 器 内 に先 づ7k素 を入れ て.から
鵬 能 人aる の で あ るが,こ の 艇序 を 蓮 に す る と始'
φか ら爆 頚 た.なつ て了 ひ 易い ・ これ は恐 ら く,第 二
祖 界 以 下 で 見 られ る爆 發 に 騰 す る.も.あで あ ら ら・ 扱
斯 くし て第 三蜂 發 曝 界 を求 め檬 とナ:.るρセ あ るが,
.密に 相 需 の誘 導凋 間
.が現 れ る・ 而L.て.ζ.の誘 導 期 閤「
の長さは伽 碾 力が碕い鞭 かく.㌃ζ柳 がある
のに何1眺初壓 を髭へて諺導期問と初壓の.剛係.を求
め之を猛長して誘導期間零の時に對ナる壓力 をとつ
て,.第冨限界とした・ その一例 を示ナ と第一國の如
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の如a-m衝 突 に 依 て 圧m擁 る幅 巾 質 が 麟 も
これ が低RHでは畭 り7R'A`な蔵 味 を持 た な.b!が,壓力
が 高.く.なaとそ の生 命が長 引.き
ー-O:}lh一.,.LO+`)II..(21
の樣 な過 穐 の 可能 性 もあつ て 迚 鋺 反 蠖 が 促 蓮.され る.
楳 に な る結 果,第 三 爆 發 阻 界が 現 れ.ると云ふ 相きな考
5方.も匠瞭 るが,決 定 的 な事 は 餌 も云 へ な い,
Le」V-i時の説 に 俵 る と容器 の 直径dと 水 黍 の爆 發
燃 の 間 に
〔li〕6i睾翻ooo5し
と云 手 關係 が あ つ て 〔0髦〕r.は無 細 係 の1琴r一云 はn
婦 う・ 處が 叫 の壓力を40em・呻 牢しておい.
て02の 方 を22・9cm・に す る と直 ちに爆 鼓5起 る0
で あ るが,02を4.1州12.2cm.にす る と爆 獲 が 全然.
・ 趨 らな かつ た・ 二のfi93Rii'Lの環 論 と少 し準 尋 豪で 一
あ る が とれ で 上 の瑰 縮 を登 然 否 定 ナ るわ け に もゆか
な い ・ 容器 の大 き きに就 ては,5cm.の直1堅の 楊 合 に
比 して,fY.cm.の譽 合 に は爆 殘 温度 がi72。か ら.u60。c.
迄 低 下 した。 顧 向 と しては 上 記 理 論 に從 つ て 屠 る.わ.
サで あもnaし この時Fmk勒 云 諠・椥 樹 轆 象
の權 な.もの も考 慮せ ね 匠混な ら ない 〔Frank-K.ameneし
重:ky言-/!!x伽iru/rm',.苴0,365(1939);..厂n:K..
Rice;J.C/uru.PAys.8,7r(1040)].
.叉バ イ レツ ク ス管 に ㌃K¢1.を塗 つ た.」愚合 は 塗 ら:な;
い場 脅 に比.して煽 褒 温度.が高 く..なδ・ 帥 ち,:.高壓 で.
は、.KCIは津 鷦 度購 も畷 反慮櫛 制一rる齣
.k働ぐが
,第二限界隈附近ではKC「 は低蓮度反囓
.も抑鋼ナるのに爆獲反應は促蓮 して居る櫛 ご励 ・..
何れ も.亜暴發現象k對 して裏圃の影響を示ナものであ









〔193'き》)に依 ζ」と7000C附近 に於 け る鍛 の嶺聞鑒rllで
は,.戯素 水索 漉 合盈 の迚 蹟 反座 が 抑 髴 され た か の 如
:き觀 を1ナ る と.云ふ琳 で あ る,躑 ち石英 容器II夐で は
風應 が 爆 發 的 に さへ な る搬 瘟 瞰}で も 鍬の 欖 納 で
恥 擇 い 表 面 飃L織 らな い ので あ る・ 著 し遡
反確…q?ta源オ{氣#1■1」'ごlilりとす才しtま,.t:v)ijfftliM.
麟 儼 面綿 帥 質(黴侭勲 賊 破竣祁 と'
云ふ 弓`丈で は詮 朋 田來 ない 事 に な る・ 寧.ろ,迹額【偲
播 者 ば蒸 氣 め歌 握 に 在 ゐ銀 或 は銀 の 化 合 物 の 践に 氣
相 中で 破 樫 され る と考 へ た方 が よい と.云ふ 斗`は既 に



















































」一』L幽 ■白.・ ∵.転 」・臨,己{..む 」 G
1躑 抄
で・ とれ爾 子炭薗蘇 分解ナるものと考へられて
Via.併峨 素輝 齢 殉 こ働 銀の簸 現象は,
そ,れ二.乏は異 リジ嵐颪反鰹に於け.る鍛原子 の捗敵
(・p・n・ring)Yili.a-t,のでPよなゆ 拷 へ弊 る・恐
らくζの銀摩子ゆ.逹鎮反應 を.抑制 ナるもので あら
5,gin=銀略 器内の現敏 騨 継 が解`↑纏
になa:・...
倚1署者逹は,.酸素水素爆發反應の第三限界に就
で特に容器の大臥 表贏の性質鉱 不活性氣孅,疎 び
「
灘 等の影饗に黼 して鯱 を働.て 來たが,表 面








づJ!,中 で.塒 殉衡 て難 ・pm時間 の齪 を行 つ
.た.後,.常暹 に於 て駐 水素 反 慮 を行 は せ る と,姶 め90
分 晦 も:反暉 が 齢 に抑 制 さ樋 亨睦 見 田 した ・ 体
誌9,抄 録P・3,4.茎}躍0所が 夢冬後.・Cadwal】#n'dorは;
等 しレ襲 置 で,.「}・.及恥 中で無 聾 鯉 較 互 κ課
遐 ヘ ナ事 數.口間 に 疎 ん.だ處,influctlonpeTiodが出
レ.なく.なつ:たりである..此事實の訛明として,硝子の
郵働 らCO,acpelfmL・之は黼 空氣9・巌 で
● も陋 脚 璽樺 嚥 鰕 締 つてゐるから・灘
窒氣ρt・tipで補獲田來ぬ倣量のCO,醐 熱Pd」・
で}墾.に依つて.COに遉元さオ㍉..此(10がPd一の
.・ 毒駒:と..し.rzat.1ゆαiρ畔 飆 を瑛す.も.ゆと.した・
、 印舜 吟:co≒:が串なく.な礎 難 奪滴淨にナれば・
・iu4尽C⑳壁p頓od .が男t曜 い し・ 更 に斯 くinductiots
鉾riq4e:崗な くな つ た裝 置 艝趣 微 蟻 のCo.を 入れ て
勉 ば/t〔脚 皿・n..等が 聯 した ≧1騨 のi・d…i・n
peri`,d.を出 す事 弼 出來 た.ので あ 惹・.
喫 ≒・で 瀦 は」畑 の .如く 嬾 撒 電 處 理 に依 り
iロdロe.tiij.fi..戸eriQdンの 出な くなっ た.扎時態 「二於 て,Pd.`こ
び ゼ
封督coの 毒個 亅の盤 鰯 ド:e・m,an如譜
,嬰ξを開かにLた,





























と,圓 の如 くcqの 凪 の噌 ナ につ れ てioducliun.
periodが長 ξな る・.又反應 を完全 に抑 制 すaに 皐 る
最 小量 は 大懺 單 分 子 矯で あ る事が 分 つ た.・
2)COと(31G十 〇β 瓦斯 を同時1.こ.反應 管 に繰 入
.する と,始 め_分 間 以 内 に少.L反應.し,貫 後 一 旦 反
塵 に完 全 に鄭 膜 粒 而 して一 定 嚇 瑪撞 反 應 は正 常
迺.歎崋 行 ナ る.之 はCO被 環 が 非 常 に早 く且 つ完 全
で あ る.痕を鯔 る.
3)COを 豫 めrdに 接 觸 せ.しめ弼 る後(一x,十〇盛
瓦 斯 を入 れ て現 はれ る.inductionperiodの長'eY3,
(211e+o∂瓦 斯 の壓 力 の六 と.なる程短 くな る,又 酸
水 蔀 給 鱗 が 需 蝨 比で な い 時 は》 量"ductio叫鴫τiGd
はn.の 分蹊 の大 な る程 短.くな るが,・it,.of分匪 に.よ
う て大體 無 影響 で あ.る・
又Pdに(α}+o,)を 適 當時 闘 援 觸 せ.しめ てmay..
て後,(2H…十 〇9).を導 入Lた 時 は,inductionperiod
は 現 はれ ぬ が,之 に 反 して(CQ+II:)を接 觸せ し.あ
て置 い て 俵,(ii,+㊤輝 入す ればiudu・[1・npe・i・d
が現 はれ る・
9)以 」ρ 如 くCOは 一 時 的 の毒 物 で ・o=rN<
う て は勿 論,酸 水 素 温 合 鞠 中 のnに 依 つ で も取 去 ら
れ る もので あ る・
5)induction画・dの長 き賑 曄灘 の上昇と
共 に短 くな.る.'




素反曄は,前 以て融化熱 た金聯 ㍉:水紊に依つて







れ ば,COp坐 成 も.之と類 似 と見 て,金 屬 酸化 物 が
coに 依 つ てn元t.tLco,・が 生成 す ・る・此 の反 灌 だ.
と考 へ る..今paにCO添 接 觸 ナ れ ぽ,興thdiC軍分
子 暦 雄 るだ け あtl・ttiaSlteqant被mをな し・q零
ノ
がPつ て來 て金 屬 と酸化 物.を遖 ろ隙 を殆 ん ど 與 へ な
い.從 っ て 水 及CO呈 の 生 成 を樋 度 に減 少 せ しめ る・
夢馨寄果 と してihdllctiOnperi【Kiを坐 ず る.COの 量 の
扮 ナ に つ オして彼 覆膜 の強 悶性 が大 とな り,inauqtiqn
を よ り顕 著 な ら しめ る.之 に 反 してCOの 量 が 小 で..
あ れ ば,戯 化 物が 繊 楽 易 く従 つ で00の 取 去 る速 さ
は 大 とな り,水 生 成 遮匿 は逕 に最 大 とな る.
(小黝
.録.
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り成 り.,一方 の 電 懲 に は パ ラ7イ ンや コ ロヂ 才..ン膜
等 の種 々 の吸 躋 懺 の薄 膜 をつ け て乏 に 對 ナ る瓦 断 吸
蔚 の影 響 を:12Ut.の,ヂ才管 よ りMる 電 氣 計 に よつ て
齪 に かサ るの で あ る・ 荊 ロはNotti"gltamの遼 籾
法.に從 ひ 眞 空 管 グ リツ ドに 電 権 の 一方 を連 紹 せ しφ
て あ る.











一 方 の 電 橘 表.'面


















梯に 對 して 電位の槍加 を示 したと云ふ 濃味 であ
る・電位塑化は恐 らく表面に於ける吸蔚分子の双極
子にasも のと考 へ らオ・バラフイ.ン1こ封ナzCCIa,
らH6等が ご)であ ると云ふユ1`は共鱗の吸蔚分子の双






P板 の問に差違があ柯 鱗 卿 唖 外'蹴 交誌が
.灘しる・ 齔の議弱交流を栂幅貰踟 鋤 ・け,電位差計
の系と建結 して測定を行ふのである・ 測足は一方の
板にパ.ヲブイン或は1ト ニト切アニリン等の吸蔚盤















革 属 封 の価 向 を示 して ゐ る事 は 注1:1ナtitであb・
間 接法 のHitし.7f#此 の外 κ パ,フ イ ンκ封 す
の壓 力(mmJI9・)をとつ て
あ る・ 躅Ilo正の傾 斜 を有 ナ
る蘭線 は 呂 チ ルア セ テ ー ト
ー ノξ学.7インで,負 の傾 斜
を有 ナ ろ曲線 は 呂チ ル アセ
テ ー トー ?・昌 トロア 昌 リン
で あ るド 衷 聞 オξ'Cラフ イ ン
ヨ
とP顧 昌 トロ ア 昌 リン とで












































































る ク:ロ.ゴホ ル ムめ 測 定 が.あ乙が,潔 テ ン シア ル と瓦
藤 加 喇 晦1勵 が楠 督 脚 ・セ・η・
が 低 下 ナ る と云ふ 縞 果 を得 て ゐ る,
.又 ノξ.ヲ'フィ ンに 射 す る ペ ンゼ ン ⑳吸 蔚 に就 い て も
・.測 定 を行 つ て ゐ るが,之 ば 上肥 同 棣 ボ テ ン シア ル瓦.
斯 蘆 力 蘭線 は 負 の 搬 確 示 して ゐz.
今 …綱 は パ ラ7イ ンで;fib法の 數値 を とつ て比 較

























瓦 斯 副 蕗 法 】間 接 法
.
工.チル ア セ テ ー ト.
クvvホ ル ム












の双穐子は正電御 畷 酊 ミ.『にく'll.itゐない 醸な歌態
で配列きn,.一方ユチルアセテー ト分子は正電背が
荻面に直 ぐむき田.しに田てゐる朕襲で配列きれてゐ
ると考へる・勘咄 來 る・(胴 ヒ}
一25」.ガラス 帳 面 にu;ける氷 贔 石 の膜 に?い て
j.W.French,Nnlrnr,196,C8'(1990).
激 年 前.にMr.Denn…5Taylnrは:透遏 すL.光の 鍛 を
爭 さん がssに牽 學 的 表 面.を曇 らす と 云 み 特 許 を取 つ
た ・ 其 の後 此 の方 法 はL跏 駟uiちBlndgett,S6rong
〔:nrtwrigHl:等の人 々に依 り相縦 い で研 究せ らオL煎々
な.る條 件 オ{提出せ られ た ・

















なレ.・・ それ は 喉 機 械 的.な考 察 に 依 つ て のみ 決 建 され
るので あつ て 他.に何 等 の説 朔を 必要'と しない ので は
なカ、.ら.う.カL7
.2鍵氣 と面3子の境.を入 つ た リ 闘」た りす るfi謎j二遘 過 ナ
砒 噂 ㎞ ・・弐1購 ・ 畑 子e).…r
串)か ら決定される⑳であり梢π朋係のある場舎に
・恥 騨 ・{購 『….・.…ので・
乙.例 へ ば 胴 折 攀1.6u「の フ リン トガ ラ スの レ ンズ に
100の光 が 來 た とナ .ると空 氣 か ら フ リン トレ ンズ表
両 にみ る時 に94丈 通 リ フ リン トレ ンズll.から.空氣 へ
田 る時 に.SB・6畑.る從 つ て全 恨 とし.ての光 の損 臾 は
IL6であ る,
胤 此 の際 屈 折率1・X5.op.氷M、石 の膜 オ{7リン トレ
ン ズの表 面 に苡 ね られ た とす ろ と空 氣 か ら氷愚.石膜
に 入 磯 にgzg・.氷品 石嘆 力∋ら.7リ・一:..ト・ 写 へ 行
く時 に90.82,フリ ン トレ ン.ズか ら氷晶 石膜 へ 行 く時、
に95・85,氷品 石膜 か ら空 氣 中へ 山 る時 に93.75の光
を通 す 從 つ て 全 皚 と して 前 の11S4の損 失 に對 しβ.25
べ た場 合 の納 果 と一 致Lて や る・ 一




納果と一致してbる ゆ ガラスの屈折率のもつと大 き
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